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 研 究 テ ー マ ： 日 本 に お け る 現 存 の 近 代 漢 語 音 ロ ー マ 字 資 料 に つ い て の 整 理

と 研 究 。   

当 研 究 は 、 16世 紀 以 降 に 中 国 を 訪 問 し た 西 洋 の 宣 教 師 が 著 し た 中 国 語 学 習

の た め の 書 物 (学 習 書 ． 辞 書 ． 文 法 書 な ど )を 参 照 し て 実 施 し た 。  

具 体 的 な 成 果 と し て は 、 口 頭 発 表 を ４ 回 行 い 、 論 文 を 二 件 投 稿 中 で あ る 。  

 

 口 頭 発 表 及 び 、 投 稿 中 の 論 文 の ポ イ ン ト は 下 記 で あ る 。  

1） 「 西 風 東 漸 」 が ア ジ ア 社 会 に お け る 伝 統 的 な 漢 字 文 化 に 衝 撃 を 与 え た 。 そ

の 結 果 、 言 語 の 表 記 方 法 は 、 縦 書 き よ り 横 書 き へ 変 わ っ て い き 、 近 代 的 な 形

へ 近 づ い て い っ た 。 ま た 、 異 文 化 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で は 、 西 洋 の 宣 教 師

た ち は 布 教 の た め に 、 中 国 語 の 学 習 を 開 始 し た 。 そ れ に 伴 い 、 い わ ゆ る 「 西

洋 漢 学 」 が 成 長 し 、 宣 教 師 に よ る 漢 学 が 多 数 現 れ た 。 2） 近 代 日 本 の 「 脱 亜 入

欧 」 意 識 の 原 因 は 黒 船 と ア ル フ ァ ベ ッ ト の 襲 来 に よ る と も 言 え る わ け で 、 当

時 、 「 唐 音 勤 学 会 」 で は 中 国 語 の 学 習 を 辞 め 、 オ ラ ン ダ 語 を 学 び 始 め た 。 文

化 共 生 の 意 味 で 、 近 代 日 本 は 言 語 の 調 和 と 共 に 文 化 に つ い て も 西 洋 文 化 の 受

け 入 れ が 始 ま っ た が 、 文 化 的 な 融 合 を 進 め れ ば 進 め る ほ ど 自 国 の 伝 統 文 化 側

の 許 容 力 も 必 要 と な る こ と を 重 要 視 す べ き で あ る 。 3） マ テ オ .リ ッ チ （ Matteo
Ricci）が 刊 行 し た 『 西 字 奇 蹟 』 は 最 初 に 同 氏 が 羅 明 堅 （ M ichelRuggieri）と合作

した『 葡 漢 辞 典 』 よ り 、 ロ ー マ 字 漢 語 音 の 表 記 の 科 学 性 、 正 確 性 が 高 か っ た

の で 、 同 書 は そ れ 以 降 の ロ ー マ 字 漢 語 音 記 録 の 規 範 と な り 、 金 尼 閣の『西儒耳

目資』まで影響を及んだ。4） 山 東 省 へ 布 教 し た C.W.Ma te e r（ 狄 考 文 ） が 編 撰 し

た 『 官 話 類 編 』 は 当 時 及 び そ れ 以 降 の 欧 米 人 の 中 国 語 の 勉 強 に 大 き な 影 響 を

与 え た 。 今 回 、 複 数 の 版 本 を 調 査 し た 上 で 、 他 の ロ ー マ 字 資 料 、 韻 書 、 方 言

資 料 と 対 比 し て 、 『 官 話 類 編 』 に 反 映 さ れ る 19世 紀 官 話 の 特 徴 に 対 し 歴 時 的

な 変 化 に 注 意 を 払 っ て 研 究 し た 。 そ し て 、 近 代 に 中 国 を 訪 問 し た 宣 教 師 の 貢

献 及 び ロ ー マ 字 資 料 の 影 響 を め ぐ っ て 北 方 の 山 東 省 ま で 調 査 を 行 っ た 。  

口 頭 発 表 で は 、 1） 「 西 風 東 漸 」 と い う 歴 史 的 な 背 景 の 下 で 、 東 ア ジ ア に お

け る 伝 統 秩 序 へ の 衝 撃 を 与 え た 西 洋 の ロ ー マ 字 が ど ん な 影 響 を 及 ぼ し た か に

つ い て 「 日 本 の 近 世 に お け る 唐 音 か ら 中 日 両 国 の 文 化 交 流 観 照 す る こ と に つ

い て 」 の 発 表 を し た (「 21世 紀 日 中 関 係 の 回顧と 思考」 国際シ ンポジ ウム、 遼

寧 大 学 、 2011年 9月 2日 ― 4日 )。 2） 地 域 文 化 交 流 史 の 視 点 か ら 、 「 言 語 の 和 諧

か ら 社 会 の 和 諧 ま で ー ア ジ ア 地 域 に お け る 言 語 文 化 交 流 の 筋 ― 」 と い う 口 頭

発 表 を し た 。 （ 「 東 ア ジ ア に お け る 文 化 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と 平 和 発 展 に

つ い て 」 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 、 西 安 交 通 大 学 、 2011年 10月 20日 -23日 ）  

ま た は 音 韻 専 門 領 域 で 、 3） 主 に 南 京 へ 布 教 し た マ テ オ .リ ッ チ と 山 東 省 へ

布 教 し た C.W.Ma t ee r（ 狄 考 文 ） を 中 心 に 、 研 究 者 を 集 め て 中 国 の ア モ イ 大 学

で 開 催 さ れ た 中 国 音 韻 学 研 究 会 第 17回 年 会 （ 黄 典 誠 教 授 学 術 思 想 国 際 シ ン ポ

ジ ウ ム 、 ア モ イ 大 学 、 2012年8月24日） で 「 『 官 話 類 編 』 が 反 映 さ れ た 19世 紀

に お け る 官 話 の 音 韻 的 研 究 」 (《 官 話 類 編 》 所 反 映 的 19世 紀 官 話 的 語 音 研 究 ）

を 発 表 、 同 時 に 指 導 し た 院 生 の 張 家 銘 、 李 婧 超 が  4） 「 『 西 字 奇 蹟 』 に お け

る ロ ー マ 字 の 対 音 資 料 の 音 系 研 究 に つ い て 」 （ 《 西 字 奇 迹 》 羅 馬 字 対 音 資 料

的 音 系 研 究 ） を し た 。  

投 稿 論 文 と し て は 口 頭 発 表 文 を 修 正 、 加 筆 し た ２ 件 が あ る 。 そ の う ち 、  

「 『 官 話 類 編 』 が 反 映 さ れ た 19世 紀 に お け る 官 話 の 音 韻 的 研 究 」 は 『 暨 南 学

報 』 （ 広 東 省 ： 暨 南 大 学 の 学 報 、 CSSCI） へ 投 稿 中 で あ る 。 ま た は 「 『 西 字 奇

蹟 』 に お け る ロ ー マ 字 の 対 音 資 料 の 音 系 研 究 に つ い て 」 を 曲 阜 師 範 大 学 の  

『 現 代 語 文 研 究 』 へ 投 稿 し て い る 。 他 の 関 係 論 文 も 順 次 発 表 予 定 で あ る 。  

 
 



 
 
 研究成果の公表について(予定も含む） 
 
口頭発表 （題名・発表者名・会議名・日時・場所等） 

１ ． 従 日 本 近 世 唐 音 観 照 中 日 文 化 交 流 「 日 本 の 近 世 に お け る 唐 音
か ら 中 日 両 国 の 文 化 交 流 を 観 照 す る こ と に つ い て 」  楊 春 宇 （ 「
21世 紀 中 日 関 係 回 顧 と思考」国際シンポジウム、2011年9月2-4日、中
国瀋陽：遼寧大学）； 

  
２．従語言和諧到社会和諧――東北亜地区語言文化交流史綱「言語のから

社会の和諧までーー東アジア地域における言語文化交流の筋」楊 春 宇
（ 「 東 ア ジ ア に お け る 文 化 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と 平 和 発 展 に
つ い て 」 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 、 2011年 10月 20日 -23日 、 中 国 西 安 ：
西 安 交 通 大 学 ） ；  

 
３．《官話類編》所反映的19世紀官話的語音研究「『官話類編』が反映さ

れた19世紀における官話の音韻的研究」 楊春宇 （中国音韻学研究会
第17回年会暨 黄典誠教授学術思想国際シンポジウム、2012年8月24日、
中国アモイ：アモイ大学）； 

 
4． 《 西 字 奇 迹 》 羅 馬 字 対 音 資 料 的 音 系 研 究 「 『 西 字 奇 蹟 』 に お け

る ロ ー マ 字 の 対 音 資 料 の 音 系 研 究 に つ い て 」  李 婧 超  （ 中 国
音 韻 学 研 究 会 第 17回 年 会 暨 黄 典 誠 教 授 学 術 思 想 国 際 シ ン ポ ジ ウ
ム 、 2012年8月24日、中国 ア モ イ ： ア モ イ 大 学 ） 。  

 
 
論文 （題名・発表者名・論文掲載誌・掲載時期等） 
 
１ ． 《 官 話 類 編 》 所 反 映 的 19世 紀 官 話 的 語 音 研 究  楊 春 宇  李 婧 超  
２ ． 《 西 字 奇 迹 》 羅 馬 字 対 音 資 料 的 音 系 研 究  楊 春 宇 、 張 家 銘  
 
論文投稿審査中。 
 
書籍 （題名・著者名・出版社・発行時期等） 
 

 


